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研究テーマ
私は、ウイルスが感染するとなぜ病気になるのかということに興

味があり、ウイルス感染による神経・精神疾患の研究をしてい

ます。研究対象は、ボルナ病ウイルスという動物と人の中枢神

経系に持続的に感染するウイルスです。ボルナ病ウイルスに

感染すると、運動障害、行動学的異常、あるいは感覚異常な

どの症状が現れますが、感染しても症状が現れない動物も多

くいます。私の研究室では、この病気が発症するには、ウイル

ス感染に加え何かリスクとなる要因が加わる必要があると考

えています。①ウイルス感染細胞が産生する物質と、②ストレ

スなどの環境的な要因によって産生されるホルモンをそのリス

ク要因と考えて研究をしています。私達の研究によって、ボル

ナ病ウイルスだけでなく、持続的に感染する他のウイルスの発

病の仕組みにも関係するような普遍的な仕仕組を明らかにで

きれば嬉しいです。

研究の道へ進んだきっかけ
大学6年生の時に、就職活動のために訪問した会社におら

れた大学の先輩と話をして、自分のやりたいことは大学などで

行われている基礎的な研究だと気が付きました。ちょうどその

頃、ウイルス学の有名な専門誌に論文が掲載された先生を

紹介され、獣医学部の外の世界を知りたいという好奇心とそ

の教授のもとで研究をしてみたいと思ったことが研究の道に

入るきっかけになりました。

研究者になってよかったと思うことは何ですか。
自分にとって興味があることが職業として認められる点。

座右の銘
あなたの前に道はない、あなたの後ろに道はできる。

研究とプライベートの両立で工夫していること
子供や夫との約束はできるだけ守ること、土・日・祝日と夜間は

できるだけ仕事を入れずに子供達と過ごして、家族への平日

の埋め合わせと、自分自身のリフレッシュをしています。でも、な

かなか実行できていません。研究とプライベートの両立は、本

当に難しいです。

未来の研究者へ一言
やりたいことを見つけたら、

あきらめずに続けること。すぐ

には達成できなくても、頑張

るあなたを見ている人は必

ずいるもので、きっと応援し

てくれるでしょう。それから、

あなたのことを尊重してくれ

るよいパートナーを見つける

ことも大事です。
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研究紹介
ボルナ病ウイルス(BDV)は動物の体内に侵入し、神経細胞に入り込んで複製を
始め、最終的に脳で増殖して神経症状を引き起こします。BDVのように神経に
入り込むウイルスは他にもあります。たとえば水ぼうそう（帯状疱疹）を引き起こ
すウイルスや、口唇ヘルペスを引き起こすウイルスなどがそうです。これらの神経
ウイルスの大きな特徴は、持続感染するという点です。つまり、感染した動物が
生きている間、ウイルスは排除されることなく生き残るというやっかいな特徴が
あるのですが、こういったウイルスは感染を防ぐことができなくても発症を予防
すればよいので、現在、発症に関わるリスクファクターについて検討しています。
これらの神経ウイルスが長く体内で生き残れる理由として、感染した神経細胞
をすぐに殺さない性質であることと、神経細胞
は体内の他の細胞に比べて寿命が長いため
細胞内のウイルスも長く存在できることが挙
げられます。

ボルナ病ウイルス（BDV）が持続感染している
MDCK（犬腎株化）細胞。BDV蛋白質は核内で
ドット状に認められる。
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